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1.序 論
生体内で医用高分子を利用す る際、適切でない材料 を用いる と、拒絶反応 を受 けること
になるので、生体適合性 と生体内での材料の安定性が重要視 され る6一 方、さまざまな種
類のカテーテル を人体内で長期間使用 したときの劣化 を解析す ることで、医用材料の生体
内での安定性がわか り、今まで用い られていた材料 よりさらに生体安定性が高 く、劣化が
起きない材料の開発 に貢献す ることを 目標 とした。
このことか ら、患者 の体 内に留置 されたカテーテル(シ リコーン製 ・ポ リウレタン製)が 、
どの位 の体内留置によ り劣化が検出 されるか、またカテーテル の材質によって劣化の度合
いが異なるのかを明 らかにす ることを 目的とした。
前年度 において、 シ リコー ン製カテーテル の解析結果 より、最長留置 日数(約5ヵ 月半)
までは変化が見 られず、前々年度においても、シ リコーン製 カテーテル は最長留置 日数(9
ヶ月)ま では変化が見 られなかった。,『 一
2.試 料 ㌧
亀.試 料 は、 シ リコー ン製 カ テ ーテル(HickmanIOFr.Triple-LumenCV'Catheters(メ
ニ コ ン))と ポ リウ レタ ン製 カテ ーテル(CVCatheterSeldingerkit(日 本 シ ャー ウ ッ ド
株 式 会社))で あ り、 ここで示 した のは 、 それ ぞれ入 手 した試 料 の 中で最 長 の留 置 時 間 の
もの263日 間お よび136日 間で あ る。
また、人 体 内留置 後 の試 料 は、EOGガ ス滅 菌処理 され た もの を使用 した。
3.実 験 内容
高分子材料がさまざまな環境下で、外的要因を受け続 けると、外観や物性が初期状態を




1.試料 を約1cm片 に切断 し、それを内側 と外側 が観察できるよ うに半分に切った。
2.試料片を試料瓶 に入れ 、コンタク トレンズ用 タンパク質除去剤(ハ イ ドロケアF:
アラガン社)を1粒 入れ、純水約10mlを 加 えて溶か し、2日 間漬 け込んだ。
3.表面のタンパク質除去を除去 した後、試料を純水で洗い流 した。
4.真空乾燥機 に入れ、24時 間放置 した。
5.減圧乾燥 したものを顕微FIT-IR(ATR法)解 析 とビデオマイ クロスコープ(×1000)で
カテーテルの人体内劣化の解析 157
観 察 を行 った。
以 上 の実 験手 順 に従 い、VMS(MicrowatcherVS-20F)で の観 察 を行 った。測 定 条件及











実 験 結 果
シ リコー ン製 カテ ー テル の も ので 、体 内留 置 時 間が最 長 の もの(263日 間)と 、 オ リジ ナ
ル の試 料 を比較 した ものをFig.4-1-1～4-1-4(vMs)、Fig.4-1-5、6(顕 微FT-IR)に 示 す。
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ポ リ ウ レ タ ン 製 カ テ ー テ ル の も の で 、 体 内 留 置 時 間 が 最 長 の も の(136日 間)と 、 オ リ ジ ナ
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シ リコーン製カテーテル及びポ リウレタン製カテーテル において、今回の最長留置時間
263日 間及び136日 間まででは、顕微FT-IR、VMSに よりいかなる劣化 も確認 されなかっ
た。
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